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「早大 目本語教科書 上級1」
14課 伊豆の踊子(川端康成)の分析
坪 井 佐 奈 枝
「伊豆 の踊子」 は外 国人学生に とって も比較的馴染み のある作 品である・・
母語 で読 むことので きる,作 家 にとって恵 まれた 日本 の文学作品だか らで
あ ろう。r近代 目本文学翻訳書 目』(国際文化会館 図書室編 ・講 談社 イ ンタ
ーナシ ョナル,1979〉に よる と,1942年ドイツ語 訳 を皮切 りに英語,フ
ランス語・ 中国語(台湾),ポル トガル語,韓 国語,ハ ンガ リー諾,ス ペイ
ン語,オ ランダ語,タ イ語 の訳本 が出 され た。 しかも,例 えば 中国語訳
は,当 時 台湾 出版 のみ ではあったが,5種 の訳 があ り,そ の後中国本土 が
川端文学 に門戸 を開いてか らまた次 々新訳 が出版 され ている。映画化 も戦
前 からされてお り,近 年 の ものは鰐渕晴子,美 空 ひば り,吉 永小百合,山
口百恵,松 田聖子な ど人気女優 ・歌手 が踊子 に扮 してい るか ら,こ れ を観
た学生 もい る。 この ように予備知識 の少 しで もある作品 の内容 を文字 ・文
章 を通 して確 めたい と思 うのは当然 で ある。
そ こで 『早 大 日本語 教科書上級1』 か らこの課 をと りあげ ることに し
た,テキス トか らい くつ かの文 を選び,こ とばの表面 に とどま らず,作 家
の衰現意図に可能な限 り近づ くような読み を考 えてみたい。作家 の表現意
図 を汲 み とって母 語 に よって表現 したSeidenstickerの英 訳 と葉謂渠,
王育林 に よる中国語訳 も適宜紹介 す る。翻訳 で読 むの と原文 とは どんな相
違 があるのか,日 本語 で理解 した上 で母語,あ るいは親 しん だ言語 によっ
て読む と,改 めて異 な った言語 の もつ特性 に気 づ く。また,外 国語 では表
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現 の及 ばないニュアンスを目本語 で知 り得 た喜びがあ るか ら,翻 訳の抜葦
を与 えるのは効果的 だ と思 う。
さて,具 体的 に どのよ うに読ん だか,問 題 になる一文 を順 に と りあげ て
指 導の方法 の一端 を述べ る。 これ を材料 に異見 ・批判 な ど討論 の場 がで き
れば幸 いであるひ
教科書に載せ られているのは抜葦であるが,課 の初めに以下のような教
材紹介の文が小文字で記載されている。
(1)川端康成の初期の代表作.ひ がみ と甘えの交錯する"孤 児の感情"
に悩み疲れて旅に出た一高生が,行 きず りの旅芸人踊 り子のすなおさ
にふれて心洗われる思いをする。恋に似たそのほのかな感情 を伊豆の
自然を背景に清潔に描き出した,出 会いと別れの物語。
[ひがみ と甘えの交錯す る"孤児の感情"に 悩み疲れて旅に出た一高生」
というのは・た とえ辞書的な意味がわかったとしても,なかなか理解 しに
くいところである。小説の抜葦をテキス トとして扱 う場合,教 師は全体 を
読んでお くのは当然として,さ らにこの作品の場合背景 の説明が重要であ
る。
川端康成は満1歳 で父を,2歳で母 を共に肺結核で失 って祖父母 にひき
とられたが,そ の祖母 にも7歳 で死別 した。伯父にあずけられて以来一
度 しか会ったことのない姉 も10歳の時に失 う.祖父と2人 の生活 が続 く
が16歳で祖父の最期 を看取 って孤児 となったのである。肉身 に縁 が薄
く,かつ虚弱体質を受継いだ,感 じやすい少年だと知れば"孤 児の感情"
は理解しやすいだろ う。心の屠から甘えることの許され る父母 の味を知 ら
ない少年には,僻 み も生れ ようし,他 人への伸びゃかでない甘 えもあろ
う。自我意識の発達 した利発な青年 は,そ のような自己からの逃避 とし
て,非 目常の世界,旅 へ出たのである。予想せぬ50円の送金 とい う具体
的なきっかけもあった。
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とい うわけで・作家 と主人公の 「私 」 を同一 に扱 ったが,こ の作 品 を理
解す るには作家 自身の実人生 を重 ねた方 がわか 釦やすい。ほぽ 自伝 的な作
品だか らである。
(2)道が っづ ら折 りになって,い よいよ天城 峠 に近 づ いた と思 う頃,
雨脚が杉 の密林 を白 く染 めなが ら,す さまじい早 さで麓 か ら私 を追 っ
て来た、(P鱒911)
冒預 の文章 であ る。作家 が最 も神経 を使 って書いた一節 であ ろ う。「つづ
ら」 は舌切雀 の伽話 に しか思 い出せ ない くらいだか ら 「っづ ら折 りの道」
とい う表現 に もめったに出会わない。教科 書 の本文 に続 くぺ一ジ に 《注》
と 《言語事項》があ り,そ こに 「(茎を編 んでつづ らを作 る)ッヅ ラフジ の
っ るの よ うに,道 が くね くね と折 れ曲が っている こと」 とあ り,本 文 の7
行後に同 じ道 をr折 れ曲 った急 な坂道」 と異 なった表現で書いてい る。書
き出 しの工夫 が偲ばれ る。「天城峠」 の 《注》を見 る と位 置 の説明で峠 とは
何 かがわか ら.ない か ら文字構造 か ら一応 説明す る。「雨脚 が杉 の密林 を白
く染 める」が川端的表現 で,「雨脚」 が線状 に見 える雨 であるこ とが思 い
浮ぺば,「白 く染 め る」 イ メー ジにつ なが って くる、杉 も疎 らに生 えてい
るのでない,ま た雨 も相 当ひ どく降 っているのでなければ,白 く染 ま らな
い。「私 を追 って来 た」 「だれが 一.」 と日本語的発想ではなるが,こ こで
「主語」 を意識 させ る。「雨 が追 いっ く」 とはど うい うことか。雨 が麓 の方
か ら降 り始 め,徐 々に山の上の方 までそ の範囲 をひ ろげて きている とい う
わ げだ。Seidenstickerの訳 を見 よ う。(『英和対 照 ・伊豆 の踊 子』原書
房1986)
目 AShowerSwepttowardmefromthefootofmountain,
touchingthecederforestwhite,astheroadbegantowindup
intothepass,
r天城 」は省略 して訳者が原作 のイ メー ジ をっ くって,そ れ を英語で再構
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成 している。
(3)私は二十歳,高 等学校 の制帽 をかぶ り,紺 がす りの着物 に袴 をは
き,学 生 カバ ンを肩にか けていた。〔p149,13)
Seidehstickerは満年齢 に直 して19歳 として あ奇が,今20歳 で高校 生
とい うのは一般的 でないので説明 を要す る。 さ らに帽子 をかぶ るのも,着
物,袴,肩 にかける学生 カバ ンも想像 の外 にあろ う。「制服」 か ら 「制帽」
.を語義的 に とらえ させ,あ とは写真,ビ デオ映籐 で見せ るのが簡単 で あ
る。
(4)重な り合 った山々や原 生林 や深 い渓谷 の秋 に見 とれなが らも,私
は一 つの期待 に胸 をときめか して道 を急 いでい るのだった。〔p149,1
6)
「一 つの期待 に胸 をときめかす」 とい う 「期待」 が何で あるのか,こ こま
でには何 の説 明 もない。小説作法 として作者 は読者 にこのよ うな謎 をかけ
ておレ.・て読者 を惹 きつける手法 を用い る。3行 後 に 「期待 は的 中した」 と
あるが この謎 は1ぺ 一ジ後 に明 らか になる。 この よ うな小説 の楽 しみ方
は意識 的に扱 う方 がいいので はないか。
(5)突 っ立 ってい る私 を見た踊子 がす ぐに 自分 の座布 団 を外 して,裏
返 しにそぱ へ置 いた・(p150・14)
なぜ 自分の敷 いていた座布団 を裏返 して出す のか,畳 の生活 に縁遠 くなっ
た日本 の若者 もこの習慣 はす でに知 らないかも しれ ない。同 じ客同士 で先
客 に権利 があ るのは当然 と考 えるだろ う。男尊女卑・長幼 の序 な ど古 い世
代 のモ ラル でそ の動 作は説 明できる。 しか しここで最 も重要 なの は 「踊
子」 とr学 生」 とい う社会的身分 の差 である。少 しとぶ がrお 足 が早 いで
すね、一 いい塩梅 に晴 れま した」(P151,115)追いつい た私 に男が話 し
かけるセ リフがある。前 にこの男 は踊子 の連れ で25,6歳と説 明が あるか
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ら、年齢 的にはrお 足」 とまで言わな くてもいいだろ う。当時芸人 と学生
とは大 きな身分的開 きが あ り,服 装か ら一 目瞭然 であったか らこのよ うな
敬語 を使 ったのだ。のちに 「私」か ら道連れ を申出 て 「旅 は道連れ,世 は
情1ナ」 と快諾 され,同 宿 のつ も りでいる と,別 の旅館へ案内 され る。「私」
には身分意識 がないが,周 囲か らそのよ うに撤 われ て しま う。峠 の茶屋の
婆 さん も明 らかに旅芸人 をつ ま らない者 としていた。 また・帰 り際の船乗
り場 で,3人 子 どもを連 れた婆 さんの,切 符 を買 ってやる役 貝を依頼 され
たのも,学 生 とい う身分の社会的信用 を示 してい る。 この作品 を読むキー
ワー ドの一っが 「身分差 」であ る。
(6)ト ンネルの出 口か ら白塗Pの 柵 に片側 を縫 われ た峠道 が稲妻 のよ
うに流れていた。(p151,110)
目白塗 りの柵 は身近 にあるが 「片側 を縫 われ た峠道 」 とは何 なのか。「縫 う」
は針で一 目ずつす くえば,布 の表 には 「一 一」 と出 る。峠道 の片側 は壁 の
よ うに切 り立 ってい るが,も う一方 は谷底 のよ うに見 えるか ら転 落防止 の目
柵 が必要 で,そ れが 白いのである。稲妻は光で あるが,こ の時雨 が上 がっ
て濡れた 白い柵 が太 陽の光 を浴び て光 っていたので あろ う。ジグザグの峠
道 は光 って下 に向か って流 れているよ うに見えたのだ、
(7)大島 と聞 くと私 はいっそ う詩 を感 じて,ま た踊 子 の美 しい髪 を眺
めた。(p152,111)
大島の三原山の火 口に身 を投 じた男女が あ り,哲 学 的な悩 みか ら死 を急 い
だ青年 がいた。孤独 な私 は椿 の花 よ りもア ンコよりもそのよ うなこ とを先
に思 い浮べ たのだ ろ う。美 しい死,イ コール詩 であ る。「い っそ う」は初
めて踊子 の一行 に会 った とき 「私 は振 り返 り振 り返 り眺めていて,旅 情 が
自分 の身 についた と思 った」 を前置 きとしている。旅情 は人 によ り時 によ
りさま ざまだが,こ こでは欝屈 した気分か ら抜 け出て,新 しい興味 に心 が
動いた,そ の ことをさす のだろ う,踊 子の一行 が大 島の人 と聞 いて 「い っ
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そ う」詩 を感 じ,踊 子 の髪 を眺めるのだ。
〔8)夕暮 か らひ どい雨 になった。山々 の姿 が遠近 を失 って白 く染 ま り・
前 の小川 が見る見る黄色 く濁 って音 を高 めた。(p154,18)
折 り重 な った山々は近 ければ濃 く,遠 いのは淡 く見 える。ひ どい雨 で山々
もた だ一面 に 白く見えるばか りだ。 目本 人 は川 といえば澄 んだ水 の色 を思
い浮べ るが,国 や地域 に よってイメージが異 なる場合 があるので注意 を要
す る。上流 に黄色い土砂 があれば,大 雨 によって黄色 く濁 り,静 かなせせ
らぎの音 もゴー ゴー音 を立てて流れる,
(9)女の金切 声 が時々稲妻 のよ うに闇夜 に鋭 く通 った。(p155,15)
「金切 り声」 とは金属 を切 るよ うな高 い鋭 い声 で 「キャー」「助 けて一」 な
ど甲高い叫び声 をい う。前 出(6)の稲妻 は視覚 で あったがここは音声 をさ
す。r金切 り声 」 のr金 」 の光 と稲妻 の鋭 い光 とを重 ね て・ 闇夜 に光 が射
るよ うに鋭 く聞えてきたのであろ う。 また稲妻 の後 に来 る雷 の音 のす さま
じさの効果 も計算 しているのかも しれ ない。
(10)「ああ,踊 子 はまだ宴席 に坐 づていた のだ,坐 って太鼓 を打 って
い るのだ。」太鼓 が止 む とた ま らなか った。雨 の音 の底 に私 は沈 み込
んで しまった。(P155,110)
3行後 に 「踊子 の今夜 が汚れるのであろ うか と悩 ま しかった」 と 「たま ら
ない」感情 の説明が ある。教科書には省略 されてい るが・峠 の茶屋 の婆 さ
んが 「あんな者,ど こで泊 るやらわかる ものでご ざい ますか,旦 那様 。お
客 があれば あ り次第,ど こにだって泊 るんでご ざい ます よ。今夜 の あて な
んぞご ざい ます ものか」 とい う軽蔑的な ことば に 「それな らぱ踊 子 を今夜
は私 の部 屋へ泊 らせ るの だ,と 思 ったほ ど私 を煽 り立 て た」 とある。 ま
た,木 賃宿 で踊子 が私 にお茶 をさ し出そ うとして茶 をこぼすの を 「あま り
にひ どいはにかみ よ うなので・私 はあっけに と られ た。『まあ,い や らし
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い。 この子 は色気づ いたんだよ,あ れあれ,.唱 」 に続 いて,教 科書 には
ないがrこ の意外 な言葉 で私 はふ と自分 を省みた・峠の婆 さんに煽 り立 て
られた空想 がぽ きんと折 れ るの を感 じた」 とある。
ここの省略部 分 は教 師が理解 しておい て必要 な ら,触 れれ ば よい だろ
う。省略抜葦 した テキ界 トはそれで一っ の世界 を提示 してい るか らだ。
しか し,踊 子へ の感 情 は激 しい雨 の妨害 で さらに高 ま り,太 鼓 の音 が聞
えている問 は安 心 だが,止 む と心 配 でいて も立 って もい られ ない不安 を
r雨の音 の底 に沈み込む」、とい う感 覚的な表現 をとる、r新感覚派」 の中心
作家 といわれ る所 以 である。
ここでSeidenstickerの翻訳文 を見てみよ う。
"Ah
,she'sstiUthere.Stillthereandplayingthedrum."
Andeachtimethebeatingstoppedthesilenceseemed
lntolerable.ItwasasthoughIwerebeingbomeunderbythe
drivingrain,
逐語訳では当然わけがわからない・日本語を論理的にとらえよ うとすれば
「雨の音の底」などとい うものはないから,これは作家の表現意図を汲み
とって,ふ さわしい英語による表現に置き直すほかない。
葉謂渠訳(『川端康成小説選』人民文学出版社,1985)を挙げると
``巨阿,舞女還在宴席上坐着敲鼓拝内。"
鼓声停息,我 又不能忍受了。我沈酔在雨声中。
王育林訳(『花的円舞曲』湖南人民出版社,1985)は
"呵
,舞女還在坐在宴席上,地 坐着敲大鼓。"
鼓声一停,我 就非常難過,整 箇身心浮沈干暴雨声中・
王訳は現代語でわか りやすいが味がなく,葉訳は文語的で 「沈酔」には身
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も心 もひた り込むような意味があると中国語の先生はいう。英訳は心理的
な所まで読みとれるが,文字の共通性は文化の共有につなが り,葉訳のほ
うが原作の情趣 に近いのではないか。
(11)若桐 のよ うに足 のよ く伸ぴ た白い裸身 を眺めて,私 は心 に清 水 を
感 じ,ほ うっと深 い、息をっいた。(p157,12)
昨夜来 の胸の苦 しみは踊子 の無邪気 な しぐさでい っぺ んに消 え,少 女 の裸
身 を眺 めて安堵 す る。汚れを知 らない無垢 な少女 であった ことか ら心洗わ
れ る ように感 じたのだ.「若桐 のよ うに」 は成 熟 した女性 の凹凸のあ る身
体 でな く,足 はすんな り伸 びてふ くら はぎ も太腿 も発達 していない子 ども
の足 を想像すればいいだ ろう,
(12)はしけはひ どく揺れた。踊子 はや は りきっ と唇 を閉 じた まま一方
を見つ めていた。私 が縄梯子 につ かまろ うとして振 り返 った時・ さよ
な らを言お うとしたが,そ れ も止 して,も う一ぺ んた だ うなずいて見
せ た。(p157,亘10)
rさよな ら」 を言お うとしたのはだれか。細川英雄著r目 本語 を発 見す る』
(勤草書房,1990)に,この問題が とりあげ られ ている。
地方新聞の記事 に 「さよならを言お うとした」 の主語 が曖昧でわか ら
ない,ま るでパズルだ,と あった。そ こで考 えてみ たが,こ の動作 主は
どうしても踊子 としか読 めない,「私 が振 り返 った時」 の"が"が 重要
で,こ の文 の直前 まで"私"の 視線 は踊子 に向け られそれ は続 いてい
る と見 られ る。``は"と"が"に よって 「さよな らを言お うとした」人
物 がわかるよ うにな ってい るのだが,な ぜパズ ルのよ うだ とい うのか。
この部分 を小説 の筋 として読 もうとしたか らではないか。(要約)
と,心 情の読 み と り一辺倒 の国語教育 を批判す る。 こ とばその ものに よっ
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て考 える能力 を育 て ようとしていない とい う指摘 で,同 感 である。
教科書 には載 っていないが,こ の前 の部分 に踊子 が見送 りに来て,「私」
が話 しか けるのに一言 も言 わず こ くりこ くりうなず くだけ とい うところが
ある。そ こを見落 とさなければ 「も う一 ぺん」 か らも主語 を読み とること
ができ る。Seidensticker訳の主語 は 「私」,≡Eも 「私」,葉 は 「踊子 」
であった。
〔13)私は どんな に親切 に されて も,そ れ を大変 自然 に受 け入れ られ る
ような美 しい空虚 な気持 ちだρた。明 目の朝早 く婆 さん を上野駅 へ連
れ て行 って水戸 まで切符 を買 ってや るのも,至 極 あた りまえのこ とだ
と思 っていた。何 もか もが一っ に溶 け合 って感 じ られ た。(p158,1
16)
船室に入 って横 になる と涙がぽろぽ ろ流れ た。横 にいた少年 に不幸 で もあ
ったのか と問 われ る とrい いえ,今 人 と別れ て来 たん です」 と素直 に言
い,遠 慮 もせず に少年の海苔巻ず しを食べ,マ ン トに もぐり込 んだ。旅 の
始 まりには考 え られない素直 さである。 この小説 は六(章)まであるが五 の
終 りの部分 に,
「いい人ね。」
「それ はそ う,い い人 らしい。」
「ほん とにい い人ね。 いい人 はいいね。」
この物言 いは単純 で明けっ放 しな響 き を持 っていた。感情 の傾 きをぽ
い と幼 く投げ 出 して見せ た声だ った。私 自身 に も自分 をいい人だ.と素直
に感 じるこ とが出来 た。晴れ晴れ と眼を上げ て明 るい山々を眺 めた、瞼
の裏 が微 かに痛 んだ。二十才の私 は 自分 の性質 が孤児根性で歪んでい る
と厳 しい反省 を重 ね・ その息苦 しい憂欝 に堪 え切れ ないで伊豆の旅 に出
て来 ているのだった。だから,世 間尋常 の意味 で自分がいい入に見える
二とは・言 いよ うな く有難いのだった。山々の明 るいの は下 田の海 が近
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づいたか らだった。私 は さっきの竹の杖 を振 り廻 しなが ら秋草 の頭 を切
った。
途 中,と ころどころの村 の入 口に立札が あった。
一 物乞 い旅芸人村 に入 るぺ か らず。
とある。旅 の終 りに 「私」 は,す っか り欝 屈 した気 分 がな くな って いる。
「空虚」で ある。「美 しい空虚 」は川端美学 であろ う。僻 み根性 の ままなら目
婆 さんの切符 を買 ってや る面倒 は引受 けなかっただ ろ う・いい人なの だか
巧 当 り前 の ことを しているだけだ。すべ て調和 したすがす誤 しい気分 にな
ってい る。
本 文 を理解す るためにこの部分 は コピー で補 った方が よい と思 う。
こ とばに こだわって読 んでみて も,川 端 の表現 は論理でな く感 覚 の世界
なので,説 明をす るわけにいかない ところが多 い。 しか し,な ぜそ のよ う
な表現が生れたかを,周 辺 か ら迫 る ことはできる。翻訳では味わ うこ とが
できない 日本語 の美 しさを知 った と喜ぶ学生 が多い 。文学作品 を教室 で読
む意味 は大 きい と思 っている。
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